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(57)【要約】
【課題】超音波内視鏡を含むシステム全体の小型化、構
造の簡単化、低コスト化を実現することができる超音波
内視鏡システムを得る。
【解決手段】単一の共用プロセッサは、撮像素子が取得
した電子画像信号に電子画像処理を施して電子画像表示
部に表示させる電子画像処理部と、超音波素子が取得し
た超音波画像信号に超音波画像処理を施して超音波画像
表示部に表示させる超音波画像処理部とを有している。
超音波内視鏡と単一の共用プロセッサの一方と他方には
、撮像素子が取得した電子画像信号と超音波素子が取得
した超音波画像信号を伝送するための着脱可能な単一の
コネクタプラグと単一のコネクタソケットが設けられて
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察対象部位の電子画像信号を取得する撮像素子と、観察対象部位の超音波画像信号を
取得する超音波素子と、を有する超音波内視鏡；
　前記撮像素子が取得した電子画像信号に基づく電子画像を表示する電子画像表示部；及
び
　前記超音波素子が取得した超音波画像信号に基づく超音波画像を表示する超音波画像表
示部；を有する超音波内視鏡システムにおいて、
　前記撮像素子が取得した電子画像信号に電子画像処理を施して前記電子画像表示部に表
示させる電子画像処理部と、前記超音波素子が取得した超音波画像信号に超音波画像処理
を施して前記超音波画像表示部に表示させる超音波画像処理部と、を有する単一の共用プ
ロセッサを設けたこと；及び
　前記超音波内視鏡と前記単一の共用プロセッサの一方と他方に、前記撮像素子が取得し
た電子画像信号と前記超音波素子が取得した超音波画像信号を伝送するための着脱可能な
単一のコネクタプラグと単一のコネクタソケットを設けたこと；を特徴とする超音波内視
鏡システム。
【請求項２】
　請求項１記載の超音波内視鏡システムにおいて、
　前記単一のコネクタプラグと前記単一のコネクタソケットは、それぞれ、前記撮像素子
が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群と、前記超音
波素子が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像信号伝送用の電極ピン群と
を互いに区画して有している超音波内視鏡システム。
【請求項３】
　請求項２記載の超音波内視鏡システムにおいて、
　前記電子画像信号伝送用の電極ピン群と前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群との間
の最短隣接距離Ｄは、前記電子画像信号伝送用の電極ピン群どうしの最短隣接距離ｄ１及
び前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群どうしの最短隣接距離ｄ２よりも大きく設定さ
れている超音波内視鏡システム。
【請求項４】
　請求項３記載の超音波内視鏡システムにおいて、
　次の条件式（Ａ）及び条件式（Ｂ）を満足する超音波内視鏡システム。
（Ａ）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（Ｂ）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項記載の超音波内視鏡システムにおいて、
　前記電子画像信号伝送用の電極ピン群と前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち
隣接して対向する電極ピン群がグランドピンからなる超音波内視鏡システム。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項記載の超音波内視鏡システムにおいて、
　前記単一のコネクタプラグと前記単一のコネクタソケットは、角型または丸型のコネク
タプラグとコネクタソケットからなる超音波内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波内視鏡は、観察対象部位の電子画像信号を取得するＣＣＤ（撮像素子）と、観察
対象部位の超音波画像信号を取得する超音波プローブ（超音波素子）とを有している。Ｃ
ＣＤが取得した電子画像信号には電子内視鏡用プロセッサ（電子画像処理用プロセッサ）
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により電子画像処理が施され、超音波プローブが取得した超音波画像信号には超音波診断
装置（超音波画像処理用プロセッサ）により超音波画像処理が施されて、モニタ装置（電
子画像表示部、超音波画像表示部）に、電子画像と超音波画像がそれぞれ表示される。
【０００３】
　このような構成を持つ従来の超音波内視鏡システムでは、超音波内視鏡に接続する電子
内視鏡用プロセッサと超音波診断装置が個別に用意されており、システム全体の大型化、
構造の複雑化、高コスト化が避けられない。超音波内視鏡の単体構造に注目したときには
、電子内視鏡用プロセッサのコネクタソケットに嵌込接続するためのコネクタプラグと、
超音波診断装置のコネクタソケットに嵌込接続するためのコネクタプラグとを別個に設け
なければならず、やはり、超音波内視鏡の大型化、構造の複雑化、高コスト化が問題とな
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１８５３９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、以上の問題意識に基づいてなされたものであり、超音波内視鏡を含むシステ
ム全体の小型化、構造の簡単化、低コスト化を実現することができる超音波内視鏡システ
ムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の超音波内視鏡システムは、観察対象部位の電子画像信号を取得する撮像素子と
、観察対象部位の超音波画像信号を取得する超音波素子と、を有する超音波内視鏡；前記
撮像素子が取得した電子画像信号に基づく電子画像を表示する電子画像表示部；及び前記
超音波素子が取得した超音波画像信号に基づく超音波画像を表示する超音波画像表示部；
を有する超音波内視鏡システムにおいて、前記撮像素子が取得した電子画像信号に電子画
像処理を施して前記電子画像表示部に表示させる電子画像処理部と、前記超音波素子が取
得した超音波画像信号に超音波画像処理を施して前記超音波画像表示部に表示させる超音
波画像処理部と、を有する単一の共用プロセッサを設けたこと；及び前記超音波内視鏡と
前記単一の共用プロセッサの一方と他方に、前記撮像素子が取得した電子画像信号と前記
超音波素子が取得した超音波画像信号を伝送するための着脱可能な単一のコネクタプラグ
と単一のコネクタソケットを設けたこと；を特徴としている。
【０００７】
　前記単一のコネクタプラグと前記単一のコネクタソケットは、それぞれ、前記撮像素子
が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群と、前記超音
波素子が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像信号伝送用の電極ピン群と
を互いに区画して有していることが好ましい。
【０００８】
　前記電子画像信号伝送用の電極ピン群と前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群との間
の最短隣接距離Ｄは、前記電子画像信号伝送用の電極ピン群どうしの最短隣接距離ｄ１及
び前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群どうしの最短隣接距離ｄ２よりも大きく設定さ
れていることが好ましい。
【０００９】
　本発明の超音波内視鏡システムは、次の条件式（Ａ）及び条件式（Ｂ）を満足すること
が好ましい。
（Ａ）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（Ｂ）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
【００１０】
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　ここで、条件式（Ａ）は、後述する条件式（１）、（３）、（５）及び（７）を包括し
た概念の条件式であり、条件式（Ｂ）は、後述する条件式（２）、（４）、（６）及び（
８）を包括した概念の条件式である。
【００１１】
　前記電子画像信号伝送用の電極ピン群と前記超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち
隣接して対向する電極ピン群をグランドピンから構成することができる。
【００１２】
　前記単一のコネクタプラグと前記単一のコネクタソケットは、角型または丸型のコネク
タプラグとコネクタソケットから構成することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、超音波内視鏡を含むシステム全体の小型化、構造の簡単化、低コスト
化を実現することができる超音波内視鏡システムが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１実施形態による超音波内視鏡システムの全体構成を示す概念ブロッ
ク図である。
【図２】超音波内視鏡の単体構造を示す図である。
【図３】単一の共用プロセッサの単体構造を示す斜視図である。
【図４】超音波内視鏡のコネクタプラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図５】図４のV－V線に沿う断面図である。
【図６】単一の共用プロセッサのコネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面図
である。
【図７】図６のVII－VII線に沿う断面図である。
【図８】本発明の第２実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタプ
ラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図９】本発明の第２実施形態による超音波内視鏡システムの単一の共用プロセッサのコ
ネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１０】本発明の第３実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１１】本発明の第３実施形態による超音波内視鏡システムの単一の共用プロセッサの
コネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１２】本発明の第４実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１３】図１２のXIII部の拡大図である。
【図１４】本発明の第５実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１５】本発明の第６実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグに形成された電極ピン群を示す正面図である。
【図１６】図１５の要部拡大図である。
【図１７】本発明の第７実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグに形成された電極ピン群を示す図１６に対応する要部拡大図である。
【図１８】本発明の第８実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグと単一の共用プロセッサのコネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面図
である。
【図１９】本発明の第９実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネクタ
プラグと単一の共用プロセッサのコネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面図
である。
【図２０】本発明の第１０実施形態による超音波内視鏡システムの超音波内視鏡のコネク
タプラグと単一の共用プロセッサのコネクタソケットに形成された電極ピン群を示す正面
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図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（第１実施形態）
　図１～図７を参照して、本発明の第１実施形態による超音波内視鏡システム１０につい
て説明する。
【００１６】
　超音波内視鏡システム１０は、大きな構成要素として、超音波内視鏡１００と、単一の
共用プロセッサ（以下では単に「共用プロセッサ」と呼ぶ）２００と、モニタ装置（電子
画像表示部、超音波画像表示部）３００とを有している。
【００１７】
　超音波内視鏡１００は、操作者が把持する把持操作部１１０と、把持操作部１１０から
延出する可撓性のある体内挿入部１２０と、把持操作部１１０から体内挿入部１２０とは
異なる方向に延出するユニバーサルチューブ１３０とを有している。ユニバーサルチュー
ブ１３０の先端部には単一のコネクタプラグ（以下では単に「コネクタプラグ」と呼ぶ）
１４０が設けられており、このコネクタプラグ１４０を共用プロセッサ２００の単一のコ
ネクタソケット（以下では単に「コネクタソケット」と呼ぶ）２１０に嵌め込むことで、
超音波内視鏡１００と共用プロセッサ２００が電気的に接続される。コネクタプラグ１４
０をコネクタソケット２１０から取り外すことで、超音波内視鏡１００と共用プロセッサ
２００の電気的な接続が解除される。共用プロセッサ２００とモニタ装置３００はケーブ
ル配線によって電気的に接続されている。
【００１８】
　体内挿入部１２０は、先端側から順に、先端硬性部１２２と、湾曲部１２４と、可撓菅
部１２６とを有している（図２）。図示は省略しているが、超音波内視鏡１００にはライ
トガイドファイバが内蔵されており、このライトガイドファイバは、体内挿入部１２０（
先端硬性部１２２、湾曲部１２４、可撓菅部１２６）、把持操作部１１０及びユニバーサ
ルチューブ１３０を通って、ユニバーサルチューブ１３０の先端部に設けられたコネクタ
プラグ１４０の側方から突出するライトガイドスリーブ１４１（図２）の内部まで延びて
いる。コネクタソケット２１０の側方にはライトガイドスリーブ挿入孔２１１が形成され
ており（図３）、コネクタプラグ１４０がコネクタソケット２１０に嵌込接続されると、
ライトガイドスリーブ挿入孔２１１にライトガイドスリーブ１４１が挿入され、超音波内
視鏡１００と共用プロセッサ２００が光学的に接続される。そして、共用プロセッサ２０
０に内蔵された光源ランプ（図示せず）から発せられた照明光が、ライトガイドファイバ
内を導かれ、体内挿入部１２０の先端硬性部１２２の先端面に設けられた照明レンズ（図
示せず）によって所定の配光で外方に出射される。
【００１９】
　体内挿入部１２０の先端硬性部１２２の先端面には、観察対象部位（被写体）からの光
を取り込む対物レンズ（図示せず）が設けられており、その直後に、観察対象部位（被写
体）の電子画像信号を取得するＣＣＤ（撮像素子）１５０（図１）が設けられている。Ｃ
ＣＤ１５０が取得した電子画像信号は、電子画像信号伝送ケーブル１５２（図１）を介し
て、コネクタプラグ１４０に伝送される。
【００２０】
　体内挿入部１２０の先端硬性部１２２には、観察対象部位（被写体）の超音波画像信号
を取得する超音波プローブ（超音波素子）１６０（図１、図２）が設けられている。超音
波プローブ１６０が取得した超音波画像信号は、超音波画像信号伝送ケーブル１６２（図
１）を介して、コネクタプラグ１４０に伝送される。
【００２１】
　ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号と超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信
号は、嵌込接続されたコネクタプラグ１４０とコネクタソケット２１０を介して、超音波
内視鏡１００から共用プロセッサ２００に伝送される。
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【００２２】
　図４、図５に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込
凸部を有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方
と下方に左右方向に並ぶ各３１個（合計６２個）の電極ピン１４２を有している。この６
２個の電極ピン１４２は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画
像信号伝送用の電極ピン群１４２Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号
を伝送するための超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４２Ｂとに区画されている。電子
画像信号伝送用の電極ピン群１４２Ａは、６２個の電極ピン１４２のうち、図４中の上方
の右から８個の電極ピンからなる。超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４２Ｂは、６２
個の電極ピン１４２のうち、図４中の上方の左から２３個の電極ピンと下方の３１個の電
極ピンの合計５４個の電極ピンからなる。本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピ
ン群１４２Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４２Ｂとの間の最短隣接距離、電子
画像信号伝送用の電極ピン群１４２Ａどうしの最短隣接距離、及び、超音波画像信号伝送
用の電極ピン群１４２Ｂどうしの最短隣接距離が略同一となるように設定されている。
【００２３】
　図６、図７に示すように、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、角型の
嵌込凹部を有する角型のコネクタソケットからなる。コネクタソケット２１０は、嵌込凹
部の上方と下方に左右方向に並ぶ各３１個（合計６２個）の電極ピン２１２を有している
。この６２個の電極ピン２１２は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するため
の電子画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波
画像信号を伝送するための超音波画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ｂとに区画されてい
る。電子画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ａは、６２個の電極ピン２１２のうち、図６
中の上方の左から８個の電極ピンからなる。超音波画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ｂ
は、６２個の電極ピン２１２のうち、図６中の上方の右から２３個の電極ピンと下方の３
１個の電極ピンの合計５４個の電極ピンからなる。本実施形態では、電子画像信号伝送用
の電極ピン群２１２Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ｂとの間の最短隣接距
離、電子画像信号伝送用の電極ピン群２１２Ａどうしの最短隣接距離、及び、超音波画像
信号伝送用の電極ピン群２１２Ｂどうしの最短隣接距離が略同一となるように設定されて
いる。
【００２４】
　共用プロセッサ２００は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号に電子画像処理を施す
電子画像処理部２２０と、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号に超音波画像
処理を施す超音波画像処理部２３０と、電子画像処理部２２０と超音波画像処理部２３０
を制御する画像表示制御部２４０とを有している。電子画像処理部２２０は、画像表示制
御部２４０による制御の下、電子画像処理を施した電子画像（ＣＣＤ１５０が取得した電
子画像信号に基づく電子画像）をモニタ装置３００に表示させる。超音波画像処理部２３
０は、画像表示制御部２４０による制御の下、超音波画像処理を施した超音波画像（超音
波プローブ１６０が取得した超音波画像信号に基づく超音波画像）をモニタ装置３００に
表示させる。
【００２５】
　図１に示すように、超音波内視鏡１００の把持操作部１１０には、モニタ装置３００に
表示する画像（電子画像、超音波画像）をフリーズさせるためのフリーズ操作スイッチ１
１２と、同画像をキャプチャするためのキャプチャ操作スイッチ１１４が設けられている
。図３に示すように、共用プロセッサ２００には、モニタ装置３００に表示する画像（電
子画像、超音波画像）にフリーズやキャプチャなどの各種操作を実行するためのフロント
操作パネル２５０が設けられている。
【００２６】
　このように、本発明の第１実施形態による超音波内視鏡システム１０は、ＣＣＤ（撮像
素子）１５０が取得した電子画像信号に電子画像処理を施してモニタ装置（電子画像表示
部）３００に表示させる電子画像処理部２２０と、超音波プローブ（超音波素子）１６０
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が取得した超音波画像信号に超音波画像処理を施してモニタ装置（超音波画像表示部）３
００に表示させる超音波画像処理部２３０とを有する単一の共用プロセッサ２００を有し
ている。また、超音波内視鏡システム１０は、超音波内視鏡１００と単一の共用プロセッ
サ２００に、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号と超音波プローブ１６０が取得した超
音波画像信号を伝送するための着脱可能な単一のコネクタプラグ１４０と単一のコネクタ
ソケット２１０を設けている。
【００２７】
　これにより、従来品の超音波内視鏡システムのように、超音波内視鏡に接続する電子内
視鏡用プロセッサ（電子画像処理用プロセッサ）と超音波診断装置（超音波画像処理用プ
ロセッサ）を別個の専用品として用意する必要が無くなり、超音波内視鏡に、電子内視鏡
用プロセッサのコネクタソケットに嵌込接続するためのコネクタプラグと、超音波診断装
置のコネクタソケットに嵌込接続するためのコネクタプラグとを別個に設ける必要が無く
なるので、超音波内視鏡１００を含む超音波内視鏡システム１０の全体の小型化、構造の
簡単化、低コスト化を実現することができる。
【００２８】
（第２実施形態）
　図８、図９を参照して、本発明の第２実施形態による超音波内視鏡システム１０につい
て説明する。この本発明の第２実施形態による超音波内視鏡システム１０は、電子画像信
号伝送用の電極ピン群（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群（超音波画
像信号）の間の相互干渉を防止できるようにしたものである。
【００２９】
　すなわち、本発明の第１実施形態による超音波内視鏡システム１０は、超音波内視鏡１
００を含むシステム全体の小型化、構造の簡単化、低コスト化を実現することができる。
その一方、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号と超音波プローブ１６０が取得した超音
波画像信号を、単一のコネクタプラグ１４０と単一のコネクタソケット２１０を介して伝
送するので、電子画像信号伝送用の電極ピン１４２Ａ（２１２Ａ）の周囲に発生する磁界
と、超音波画像信号伝送用の電極ピン１４２Ｂ（２１２Ｂ）の周囲に発生する磁界とが相
互作用するおそれがある。
【００３０】
　図８に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込凸部を
有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方に左右
方向に並ぶ３０個の電極ピンと、嵌込凸部の下方に左右方向に並ぶ３１個の電極ピンとか
らなる合計６１個の電極ピン１４３を有している。この６１個の電極ピン１４３は、ＣＣ
Ｄ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群１４
３Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像信
号伝送用の電極ピン群１４３Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極ピン群１
４３Ａは、６１個の電極ピン１４３のうち、図８中の上方の右から８個の電極ピンからな
る。超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂは、６１個の電極ピン１４３のうち、図
８中の上方の左から２２個の電極ピンと下方の３１個の電極ピンの合計５３個の電極ピン
からなる。
【００３１】
　図９に示すように、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、角型の嵌込凹
部を有する角型のコネクタソケットからなる。コネクタソケット２１０は、嵌込凹部の上
方に左右方向に並ぶ３０個の電極ピンと、嵌込凹部の下方に左右方向に並ぶ３１個の電極
ピンとからなる合計６１個の電極ピン２１３を有している。この６１個の電極ピン２１３
は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピ
ン群２１３Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音
波画像信号伝送用の電極ピン群２１３Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極
ピン群２１３Ａは、６１個の電極ピン２１３のうち、図９中の上方の左から８個の電極ピ
ンからなる。超音波画像信号伝送用の電極ピン群２１３Ｂは、６１個の電極ピン２１３の



(8) JP 2015-205113 A 2015.11.19

10

20

30

40

50

うち、図９中の上方の右から２２個の電極ピンと下方の３１個の電極ピンの合計５３個の
電極ピンからなる。
【００３２】
　そして本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）と超音
波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄが、電子画
像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音
波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２よりも大
きく設定されている。これにより、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ
）（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）（超音波
画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な電子画像と超音波画像が得られ、
臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができる。なお、電子画像信号伝送用の
電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１と超音波画像信号伝送用の電
極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２は略同一となるように設定され
ている（ｄ１≒ｄ２）。
【００３３】
　ここで、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）と超音波画像信号伝送
用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄ、電子画像信号伝送用の電
極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音波画像信号伝送用
の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２は、次の条件式（１）及び
（２）を満足することが好ましい。
（１）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（２）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
　条件式（１）及び（２）を満足することで、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の小型化、構造の簡単化、低コスト
化を実現するとともに、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）（電子画
像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）（超音波画像信号）
の相互干渉を確実に防止することができる。
　条件式（１）及び（２）の上限を上回ると、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の大型化、構造の複雑化、高コスト
化を招いてしまう。
　条件式（１）及び（２）の下限を下回ると、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ
（２１３Ａ）（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ
）（超音波画像信号）が相互干渉するおそれが高くなる。
　例えば、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ）どうしの最短隣接距離
ｄ１と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ
２がともに０．７ｍｍであるとき、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ａ（２１３Ａ
）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４３Ｂ（２１３Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄは
１ｍｍ以上に設定することが好ましい。
【００３４】
（第３実施形態）
　図１０、図１１を参照して、本発明の第３実施形態による超音波内視鏡システム１０に
ついて説明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、上記第２実施形態と同様の
構成（手法）により、電子画像信号伝送用の電極ピン群（電子画像信号）と超音波画像信
号伝送用の電極ピン群（超音波画像信号）の相互干渉を防止できるような工夫を施したも
のである。
【００３５】
　図１０に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込凸部
を有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方に左
右方向に並ぶ３０個の電極ピンと、嵌込凸部の下方に左右方向に並ぶ３０個の電極ピンと
からなる合計６０個の電極ピン１４４を有している。この６０個の電極ピン１４４は、Ｃ
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ＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群１
４４Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像
信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４４Ａは、６０個の電極ピン１４４のうち、図１０中の上方の右から８個の電極ピンと
下方の右から６個の電極ピンの合計１４個の電極ピンからなる。超音波画像信号伝送用の
電極ピン群１４４Ｂは、６０個の電極ピン１４４のうち、図１０中の上方の左から２２個
の電極ピンと下方の左から２４個の電極ピンの合計４６個の電極ピンからなる。
【００３６】
　図１１に示すように、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、角型の嵌込
凹部を有する角型のコネクタソケットからなる。コネクタソケット２１０は、嵌込凹部の
上方に左右方向に並ぶ３０個の電極ピンと、嵌込凹部の下方に左右方向に並ぶ３０個の電
極ピンとからなる合計６０個の電極ピン２１４を有している。この６０個の電極ピン２１
４は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極
ピン群２１４Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超
音波画像信号伝送用の電極ピン群２１４Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電
極ピン群２１４Ａは、６０個の電極ピン２１４のうち、図１１中の上方の左から８個の電
極ピンと下方の左から６個の電極ピンの合計１４個の電極ピンからなる。超音波画像信号
伝送用の電極ピン群２１４Ｂは、６０個の電極ピン２１４のうち、図１１中の上方の右か
ら２２個の電極ピンと下方の右から２４個の電極ピンの合計４６個の電極ピンからなる。
【００３７】
　そして本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）と超音
波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄが、電子画
像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音
波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２よりも大
きく設定されている。これにより、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ
）（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）（超音波
画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な電子画像と超音波画像が得られ、
臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができる。なお、電子画像信号伝送用の
電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１と超音波画像信号伝送用の電
極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２は略同一となるように設定され
ている（ｄ１≒ｄ２）。
【００３８】
　ここで、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）と超音波画像信号伝送
用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄ、電子画像信号伝送用の電
極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）どうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音波画像信号伝送用
の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ２は、次の条件式（３）及び
（４）を満足することが好ましい。
（３）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（４）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
　条件式（３）及び（４）を満足することで、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の小型化、構造の簡単化、低コスト
化を実現するとともに、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）（電子画
像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）（超音波画像信号）
の相互干渉を確実に防止することができる。
　条件式（３）及び（４）の上限を上回ると、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の大型化、構造の複雑化、高コスト
化を招いてしまう。
　条件式（３）及び（４）の下限を下回ると、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ
（２１４Ａ）（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ
）（超音波画像信号）が相互干渉するおそれが高くなる。
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　例えば、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ）どうしの最短隣接距離
ｄ１と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）どうしの最短隣接距離ｄ
２がともに０．７ｍｍであるとき、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ａ（２１４Ａ
）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４４Ｂ（２１４Ｂ）との間の最短隣接距離Ｄは
１ｍｍ以上に設定することが好ましい。
【００３９】
（第４実施形態）
　図１２、図１３を参照して、本発明の第４実施形態による超音波内視鏡システム１０に
ついて説明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、上記第２実施形態、第３実
施形態とは異なる構成（手法）により、電子画像信号伝送用の電極ピン群（電子画像信号
）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群（超音波画像信号）の相互干渉を防止できるよう
な工夫を施したものである。
【００４０】
　図１２に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込凸部
を有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方に左
右方向に並ぶ３１個の電極ピンと、嵌込凸部の下方に左右方向に並ぶ３１個の電極ピンと
からなる合計６２個の電極ピン１４５を有している。この６２個の電極ピン１４５は、Ｃ
ＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群１
４５Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像
信号伝送用の電極ピン群１４５Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４５Ａは、６２個の電極ピン１４５のうち、図１２中の上方の右から９個の電極ピンか
らなる。超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４５Ｂは、６２個の電極ピン１４５のうち
、図１２中の上方の左から２２個の電極ピンと下方の３１個の電極ピンの合計５３個の電
極ピンからなる。
【００４１】
　そして本実施形態では、図１３に拡大して示すように、電子画像信号伝送用の電極ピン
群１４５Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４５Ｂのうち、隣接して対向する一対
の電極ピンをグランドピン１４５ＡＧＰとグランドピン１４５ＢＧＰから構成している。
これにより、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４５Ａ（電子画像信号）と超音波画像信
号伝送用の電極ピン群１４５Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い
鮮明な電子画像と超音波画像が得られ、臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすること
ができる。
【００４２】
　なお、図示は省略しているが、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、超
音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０に対応させて、電子画像信号伝送用の電極ピン
群と超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち隣接して対向する一対の電極ピンをグラン
ドピンとした電極ピン構造を有している。
【００４３】
（第５実施形態）
　図１４を参照して、本発明の第５実施形態による超音波内視鏡システム１０について説
明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、上記第４実施形態と同様の構成（手
法）により、電子画像信号伝送用の電極ピン群（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用
の電極ピン群（超音波画像信号）の相互干渉を防止できるような工夫を施したものである
。
【００４４】
　図１４に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込凸部
を有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方に左
右方向に並ぶ３１個の電極ピンと、嵌込凸部の下方に左右方向に並ぶ３１個の電極ピンと
からなる合計６２個の電極ピン１４６を有している。この６２個の電極ピン１４６は、Ｃ
ＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群１
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４６Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像
信号伝送用の電極ピン群１４６Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４６Ａは、６２個の電極ピン１４６のうち、図１４中の上方の右から９個の電極ピンと
下方の右から７個の電極ピンの合計１６個の電極ピンからなる。超音波画像信号伝送用の
電極ピン群１４６Ｂは、６２個の電極ピン１４６のうち、図１４中の上方の左から２２個
の電極ピンと下方の左から２４個の電極ピンの合計４６個の電極ピンからなる。
【００４５】
　そして本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４６Ａと超音波画像信号伝
送用の電極ピン群１４６Ｂのうち、嵌込凸部の上下において隣接して対向する二対の電極
ピンをグランドピン１４６ＡＧＰとグランドピン１４６ＢＧＰから構成している。これに
より、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４６Ａ（電子画像信号）と超音波画像信号伝送
用の電極ピン群１４６Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な
電子画像と超音波画像が得られ、臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができ
る。
【００４６】
　なお、図示は省略しているが、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、超
音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０に対応させて、電子画像信号伝送用の電極ピン
群と超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち嵌込凹部の上下において隣接して対向する
二対の電極ピンをグランドピンとした電極ピン構造を有している。
【００４７】
（第６実施形態）
　図１５、図１６を参照して、本発明の第６実施形態による超音波内視鏡システム１０に
ついて説明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、上記第４実施形態、第５実
施形態と同様の構成（手法）により、電子画像信号伝送用の電極ピン群（電子画像信号）
と超音波画像信号伝送用の電極ピン群（超音波画像信号）の相互干渉を防止できるような
工夫を施したものである。
【００４８】
　図１５に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０は、角型の嵌込凸部
を有する角型のコネクタプラグからなる。コネクタプラグ１４０は、嵌込凸部の上方に左
右方向に並ぶ３１個の電極ピンと、嵌込凸部の下方に左右方向に並ぶ３１個の電極ピンと
からなる合計６２個の電極ピン１４７を有している。この６２個の電極ピン１４７は、Ｃ
ＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群１
４７Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像
信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂとに区画されている。電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４７Ａは、６２個の電極ピン１４７のうち、図１５中の上方の左右方向の中央部近傍の
７個の電極ピンと下方の左右方向の中央部近傍の５個の電極ピンの合計１２個の電極ピン
からなる。超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂは、６２個の電極ピン１４７のう
ち、図１５中の上方の７個の電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａを挟んで位置する
２４個の電極ピンと下方の５個の電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａを挟んで位置
する２６個の電極ピンの合計５０個の電極ピンからなる。
【００４９】
　そして本実施形態では、図１６に拡大して示すように、電子画像信号伝送用の電極ピン
群１４７Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂのうち、嵌込凸部の上下におい
て隣接して対向する四対の電極ピンをグランドピン１４７ＡＧＰとグランドピン１４７Ｂ
ＧＰから構成している。これにより、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａ（電子画
像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を
防止して、ノイズが無い鮮明な電子画像と超音波画像が得られ、臨床時間を短くし、患者
の負担を小さくすることができる。
【００５０】
　なお、図示は省略しているが、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、超
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音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０に対応させて、電子画像信号伝送用の電極ピン
群と超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち嵌込凹部の上下において隣接して対向する
四対の電極ピンをグランドピンとした電極ピン構造を有している。
【００５１】
（第７実施形態）
　図１７を参照して、本発明の第７実施形態による超音波内視鏡システム１０について説
明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、上記第６実施形態において、上記第
２実施形態、第３実施形態と同様の構成（手法）をさらに付け加えて、電子画像信号伝送
用の電極ピン群（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群（超音波画像信号
）の相互干渉をより確実に防止できるようにしたものである。
【００５２】
　すなわち本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａと超音波画像信号
伝送用の電極ピン群１４７Ｂのうち、嵌込凸部の上下において隣接して対向する四対の電
極ピン（グランドピン１４７ＡＧＰとグランドピン１４７ＢＧＰ）の間の最短隣接距離Ｄ
が、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａどうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音波
画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２よりも大きく設定されて
いる。図１７では、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａと超音波画像信号伝送用の
電極ピン群１４７Ｂのうち、嵌込凸部の上方において隣接して対向する二対の電極ピン（
グランドピン１４７ＡＧＰとグランドピン１４７ＢＧＰ）のみを描いている。これにより
、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａ（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の
電極ピン群１４７Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な電子
画像と超音波画像が得られ、臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができる。
なお、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａどうしの最短隣接距離ｄ１と超音波画像
信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２は略同一となるように設定さ
れている（ｄ１≒ｄ２）。
【００５３】
　ここで、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａ（グランドピン１４７ＡＧＰ）と超
音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂ（グランドピン１４７ＢＧＰ）との間の最短隣
接距離Ｄ、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａどうしの最短隣接距離ｄ１、及び、
超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２は、次の条件式（
５）及び（６）を満足することが好ましい。
（５）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（６）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
　条件式（５）及び（６）を満足することで、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の小型化、構造の簡単化、低コスト
化を実現するとともに、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａ（電子画像信号）と超
音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を確実に防止す
ることができる。
　条件式（５）及び（６）の上限を上回ると、超音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４
０と共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０の大型化、構造の複雑化、高コスト
化を招いてしまう。
　条件式（５）及び（６）の下限を下回ると、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７（
電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂ（超音波画像信号）が相互
干渉するおそれが高くなる。
　例えば、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａどうしの最短隣接距離ｄ１と超音波
画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２がともに０．７ｍｍであ
るとき、電子画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ａ（グランドピン１４７ＡＧＰ）と超音
波画像信号伝送用の電極ピン群１４７Ｂ（グランドピン１４７ＢＧＰ）との間の最短隣接
距離Ｄは１ｍｍ以上に設定することが好ましい。
【００５４】
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　なお、図示は省略しているが、共用プロセッサ２００のコネクタソケット２１０は、超
音波内視鏡１００のコネクタプラグ１４０に対応させて、電子画像信号伝送用の電極ピン
群と超音波画像信号伝送用の電極ピン群のうち、嵌込凹部の上下において隣接して対向す
る四対の電極ピン（グランドピン）の間の最短隣接距離が、電子画像信号伝送用の電極ピ
ン群どうしの最短隣接距離、及び、超音波画像信号伝送用の電極ピン群どうしの最短隣接
距離よりも大きくなるように設定されている。
【００５５】
（第８実施形態）
　図１８を参照して、本発明の第８実施形態による超音波内視鏡システム１０について説
明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、超音波内視鏡１００のコネクタプラ
グと共用プロセッサ２００のコネクタソケットを丸型のコネクタプラグとコネクタソケッ
トから構成した場合において、上記第２実施形態、第３実施形態と同様の構成（手法）を
適用したものである。
【００５６】
　図１８に示すように、超音波内視鏡１００のコネクタプラグと共用プロセッサ２００の
コネクタソケットは、円筒（円柱）形状の嵌込接続部を有しており、この嵌込接続部に、
矩形状に配列された多数の電極ピン４００が形成されている。この多数の電極ピン４００
は、ＣＣＤ１５０が取得した電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピ
ン群４００Ａと、超音波プローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音
波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂとに区画されている。
【００５７】
　そして本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａと超音波画像信号伝
送用の電極ピン群４００Ｂとの間の最短隣接距離Ｄが、電子画像信号伝送用の電極ピン群
４００Ａどうしの最短隣接距離ｄ１、及び、超音波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂ
どうしの最短隣接距離ｄ２よりも大きく設定されている。これにより、電子画像信号伝送
用の電極ピン群４００Ａ（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂ
（超音波画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な電子画像と超音波画像が
得られ、臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができる。なお、電子画像信号
伝送用の電極ピン群４００Ａどうしの最短隣接距離ｄ１と超音波画像信号伝送用の電極ピ
ン群４００Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２は略同一となるように設定されている（ｄ１≒ｄ
２）。
【００５８】
　ここで、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン
群４００Ｂとの間の最短隣接距離Ｄ、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａどうしの
最短隣接距離ｄ１、及び、超音波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂどうしの最短隣接
距離ｄ２は、次の条件式（７）及び（８）を満足することが好ましい。
（７）１．２ｄ１≦Ｄ≦２．０ｄ１
（８）１．２ｄ２≦Ｄ≦２．０ｄ２
　条件式（７）及び（８）を満足することで、超音波内視鏡１００のコネクタプラグと共
用プロセッサ２００のコネクタソケットの小型化、構造の簡単化、低コスト化を実現する
とともに、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａ（電子画像信号）と超音波画像信号
伝送用の電極ピン群４００Ｂ（超音波画像信号）の相互干渉を確実に防止することができ
る。
　条件式（７）及び（８）の上限を上回ると、超音波内視鏡１００のコネクタプラグと共
用プロセッサ２００のコネクタソケットの大型化、構造の複雑化、高コスト化を招いてし
まう。
　条件式（７）及び（８）の下限を下回ると、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａ
（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂ（超音波画像信号）が相
互干渉するおそれが高くなる。
　例えば、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａどうしの最短隣接距離ｄ１と超音波
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画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂどうしの最短隣接距離ｄ２がともに０．７ｍｍであ
るとき、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａと超音波画像信号伝送用の電極ピン群
４００Ｂとの間の最短隣接距離Ｄは１ｍｍ以上に設定することが好ましい。
【００５９】
（第９実施形態）
　図１９を参照して、本発明の第９実施形態による超音波内視鏡システム１０について説
明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、超音波内視鏡１００のコネクタプラ
グと共用プロセッサ２００のコネクタソケットを丸型のコネクタプラグとコネクタソケッ
トから構成した場合において、上記第４実施形態、第５実施形態、第６実施形態と同様の
構成（手法）を適用したものである。
【００６０】
　超音波内視鏡１００のコネクタプラグと共用プロセッサ２００のコネクタソケットは、
円筒（円柱）形状の嵌込接続部を有しており、この嵌込接続部に、矩形状に配列された多
数の電極ピン４００を有している。この多数の電極ピン４００は、ＣＣＤ１５０が取得し
た電子画像信号を伝送するための電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａと、超音波プ
ローブ１６０が取得した超音波画像信号を伝送するための超音波画像信号伝送用の電極ピ
ン群４００Ｂとに区画されている。
【００６１】
　そして本実施形態では、電子画像信号伝送用の電極ピン群４００Ａと超音波画像信号伝
送用の電極ピン群４００Ｂのうち隣接して対向する電極ピン群をグランドピン４００ＡＧ
Ｐとグランドピン４００ＢＧＰから構成している。これにより、電子画像信号伝送用の電
極ピン群４００Ａ（電子画像信号）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群４００Ｂ（超音
波画像信号）の相互干渉を防止して、ノイズが無い鮮明な電子画像と超音波画像が得られ
、臨床時間を短くし、患者の負担を小さくすることができる。
【００６２】
（第１０実施形態）
　図２０を参照して、本発明の第１０実施形態による超音波内視鏡システム１０について
説明する。本実施形態の超音波内視鏡システム１０は、超音波内視鏡１００のコネクタプ
ラグと共用プロセッサ２００のコネクタソケットを丸型のコネクタプラグとコネクタソケ
ットから構成した場合において、上記第７実施形態と同様の構成（手法）を適用したもの
であり、上記第８実施形態と第９実施形態とを組み合わせたものに相当する。本実施形態
の超音波内視鏡システム１０によれば、電子画像信号伝送用の電極ピン群（電子画像信号
）と超音波画像信号伝送用の電極ピン群（超音波画像信号）の相互干渉をより確実に防止
することができる。
【００６３】
　以上の第１実施形態－第１０実施形態では、超音波内視鏡１００にコネクタプラグ１４
０を設け、共用プロセッサ２００にコネクタソケット２１０を設けた場合を例示して説明
したが、この位置関係を逆にして、超音波内視鏡にコネクタソケットを設け、共用プロセ
ッサにコネクタプラグを設ける態様も可能である。
【符号の説明】
【００６４】
１０　超音波内視鏡システム
１００　超音波内視鏡
１１０　把持操作部
１１２　フリーズ操作スイッチ
１１４　キャプチャ操作スイッチ
１２０　体内挿入部
１２２　先端硬性部
１２４　湾曲部
１２６　可撓菅部
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１３０　ユニバーサルチューブ
１４０　コネクタプラグ
１４１　ライトガイドスリーブ
１４２　電極ピン
１４２Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４２Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４３　電極ピン
１４３Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４３Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４４　電極ピン
１４４Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４４Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４５　電極ピン
１４５Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４５ＡＧＰ　グランドピン
１４５Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４５ＢＧＰ　グランドピン
１４６　電極ピン
１４６Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４６ＡＧＰ　グランドピン
１４６Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４６ＢＧＰ　グランドピン
１４７　電極ピン
１４７Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
１４７ＡＧＰ　グランドピン
１４７Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
１４７ＢＧＰ　グランドピン
１５０　ＣＣＤ（撮像素子）
１５２　電子画像信号伝送ケーブル
１６０　超音波プローブ（超音波素子）
１６２　超音波画像信号伝送ケーブル
２００　単一の共用プロセッサ
２１０　コネクタソケット
２１１　ライトガイドスリーブ挿入孔
２１２　電極ピン
２１２Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
２１２Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
２１３　電極ピン
２１３Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
２１３Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
２１４　電極ピン
２１４Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
２１４Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
２２０　電子画像処理部
２３０　超音波画像処理部
２４０　画像表示制御部
２５０　フロント操作パネル
３００　モニタ装置（電子画像表示部、超音波画像表示部）
４００　電極ピン
４００Ａ　電子画像信号伝送用の電極ピン群
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４００Ｂ　超音波画像信号伝送用の電極ピン群
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